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市政だより

昭和54年8月1日地873

人口の動き

7月 1日現在 前月比

6 4.9 0 5 + 80 
3 1. 2 5 8 + 19 
3 3.6 4 1 + 1 
1 8.4 4 1 + 24 
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角館町と
姉妹都市に

戸島市長、勢戸市議会議長など一行26人が7月18日

みちのくの城下町・角館町(秋田県仙北郡、柴田十郎

町長)を訪れ、姉妹都市の縁組みが行われました。本

市として初めての姉妹都市です。

同町は、武家屋敷と枝垂桜に代表されるような町全

体が文化財に埋もれた古い歴史を物語る町です。

これを機会に両市町の文化的、観光的な交流が図ら

れることと思います。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/在、書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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角
館
町

(
秋
田
県
仙
北
郡
)
は

今
か
ら
三
百
五
十
年
前
の
元
和
六

年
に
秋
田
の
佐
竹
氏
と
常
陸
か
ら

転
封
さ
れ
た
芦
名
義
勝
が
乙
乙
に

居
を
定
め
、
原
野
だ
っ
た
場
所
に

つ
く
ら
れ
た
町
で
す
。

南
北
に
長
く
、
東
の
花
場
山
、

西
の
桧
木
内
川
に
か
と
ま
れ
た
町

全
体
が
文
化
財
に
埋
も
れ
た
よ
う

な
古
い
歴
史
を
物
語
る
町
で
す
。

慶
応
四
年
、

成
辰
の
役
で
戦
死

し
た
旧
大
村
藩
士
七
人
が
、
常
光

院

(村
野
孝
和
住
職
)
の
境
内
に

手
厚
く
担
ら
れ
て
い
る
ゆ
か
り
の

地
で
す
。

昭和54年8月1日
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成辰の役で戦死した旧大村藩士の墓 i 

iをお参りするー へ
了一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ! 

。 約100人が参加して角館公民館で記 i 

F-… '--ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー

し小学生によるブラスパンドを先頭に
! 式典会場の町民体育館までパレード

昭和54年8月1日
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! 成辰の役で戦死した旧大村藩士が

fL1e=て一一 j 

f山l一 』

; …が持美乱飢Uしu凶一Lい、
i 通りをパレ一ド

L 角館町民吋郷土芸能などの披ろ i 
i うがありました ! 

! 角館地方の文化を伝える伝承館で、 ; 

rL_~I:~と!???
可対点
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子
供
と
老
人
を

支
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

夏
の
県
民
運
動

さ
れ
て
、
お
も
い
き
り
匡
外
で
遊

ぶ
時
聞
が
多
く
な
り
、
解
放
感
か

ら
日
頃
の
交
通
の
き
ま
り
を
つ
い

忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

一
方
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

帰
省
や

海
・
山
へ
涼
を
求
め
る
な
ど
マ
イ

カ
ー
で
遠
出
す
る
機
会
が
多
く
、

さ
ら
に
暑
さ
か
ら
く
る
疲
労
な
ど

に
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

や
気
の
ゆ
る
み
か
ら
交
通
事
故
を

8
・
n
l
m

起
こ
し
ゃ
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
次
の
三
項
目
を
重
点
に

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施

す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

〔運
動
の
重
点
〕

①
夏
休
み
中
の
子
供
の
交
通
事
故

防
止

②
飲
酒
、
過
労
、
暴
走
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
防
止

③
シ

l
ト
ベ
ル
ト
お
よ
び
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
推
進

な
お
、
大
村
市
内
の
交
通
事
故

発
生
状
況
は
、
県
下
で
ワ
ー
ス
ト

一
位
と
い
う
不
名
誉
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

を
心
が
け
、

事
故
の
な
い
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
遺
障
害
者
介
護
料
を
支
給

自

動

車

事

故

対

策

セ

自
動
車
事
故
対
策
セ
ジ
タ
ー
で

は
、
八
月
か
ら
自
動
車
事
故
に
よ

る
後
遺
障
害
者
の
う
ち
、
特
に
重

度
の
精
神
神
経
障
害
の
た
め
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
ど
家
族

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
介
護

料
を
支
給
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た
。該
当
者
は
申
請
し
て
下
さ
い
。

介
護
料
の
額
日
額
三
千
円
(
自

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

ン
タ

l

宅
で
看
護
婦
以
外
の
介
護
を
受

け
て
い
る
場
合
は
千
五
百
円
)

支
給
期
間

申
請
書
を
受
理
さ
れ

た
日
か
ら
介
護
料
を
支
給
す
べ

き
理
由
が
な
く
な
っ
た
日
ま
で

支
払
期
日

毎
年
三
月
、
六
月
、

九
月
、
十
二
月
に
三
カ
月
分
ま

と
め
て
支
払
う

※
支
給
の
要
件
、
受
給
資
格
、
認

定
申
請
な
ど
詳
し
い
乙
と
は
自

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

火

専

災

-

火

災
発
生
時
の
問
い
合
わ
せ

一ι対
し
、
一
般
加
入
電
話
で
お

-
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
八

…
月
一
日
か
ら
火
災
専
用
の
テ
レ

一
フ
オ
ジ
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
番
号
は
④
局
の
一
一
三
五
番

テ
レ

フ
ォ
ン

動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
長
崎

支
所
(
長
崎
市
五
島
町
一
|
二

用

ス

を

開

始

~

で
す
。
大
い
に
ご
利
用
下
さ
い
一

な
お
、
従
来
ど
お
り
「
一
一
-

九
」
に
よ
る
お
知
ら
せ
は
で
き
-

ま
せ
ん
の
で
ど
協
力
を
お
願
い
一

し
ま
す
。

サ

l
ピ

(
大
村
消
防
署
)

て

第
百
生
命
長
崎
ピ
ル
五
階

曾
長
崎

@
l八
八
五
三
)
へ

一一お願い一一

c:;:!:コ
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
毎
年

九
月

一
日
現
在
及
び
選
挙
が
行
わ

れ
る
と
き
に
住
民
票
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人
に
つ
い
て
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
資
格
の
調
査
を
し
て
、

登
録
を
行
う
乙
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
乙
の
登
録
事
務
の
う
ち
、
学
生

の
住
所
は
就
学
地
の
寮
ま
た
は
下

宿
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
転
出
届
を
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
そ
の
就
学
地
へ
住
民

異
動
の
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
大
村
市
に
住
民
登
録
を

し
た
ま
ま
就
学
地
の
寮
ま
た
は
下

宿
に
居
住
し
て
い
た
学
生
で
、
卒

業
し
た
後
大
村
市
に
戻
っ

て
き
て

居
住
し
て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

宮
③
|
四
一
一
一

宮
②
l
三
五
六
四

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

〈
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

さ
ら
に
改
善

さ
れ
な
い
わ
け
で
す
が
、
さ
き
に

決
定
さ
れ
た
改
正
法
に
よ
っ
て
今

年
度
に
限
り
特
例
的
に
五
労
未
満

で
も
ス
ラ
イ
ド
改
定
さ
れ
る
乙
と

に
な
り
、
七
月
分
か
ら
三
・
四
%

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国

民

金

年

3
・4
%引
上
げ

福
祉
年
金
の
額
も
別
表
の
よ
う

に
八
月
か
ら
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

(
拠
出
制
)

さ
き
ご
ろ
総
理
府
は
昭
和
五
十

三
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

上
昇
率
を
三
・
四
Mm
と
発
表
し
ま

し
た
。と
こ
ろ
で
国
民
年
金
の
年
金
額

ま
た
本
人
所
得
、

公
的
年
金
の

制
限
も
緩
和
さ
れ
ま
す
が
、
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
の

額
は
今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

は
、
前
年
度
の
物
価
指
数
が
五
労

を
乙
え
た
場
合
に
限
り
改
定
さ
れ

る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
今
回
の
よ
う
に
五
労

を
割
る
上
昇
率
で
は
、
本
来
改
定

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ

単位円

区 分

年額 |月額年額 |月額時期

老
25年納付 455.100 37.925 

拠 齢 10年納付 287.100 23.925 296.9001 24.741 

54.7 年
217(，730月0 18) ，108 

出
金 5年年金 210，100 17，508 

のみ

241(，830月0 か2ら0)，108 

年
48，133 597.500 49，791 

金
2 級 462，100 38，508 478，000 39，833 

母子年金等 462，100 38，508 478，000 39.833 

老齢福祉年金 198.000 16，500 240.000 
干高

祉 障害1級 297，600 24，800 360，000 

年 福祉年金2扱 198，000 16，500 240.000 20.000 

金

母福子祉(準年母子金) 258.000 21.500 312.000 26.000 

額金年

開閉一

福祉年金本人所得制限限度額

あなたの老後は大丈夫?

つ
付納

用

例

区分 l現行 |
老齢 l~DH /.:I:: .6.1年収1.502.0001年収1，580.000 }福祉年金 I(;;f~ .lt gX~'XXX\ 1 
障害rra11L -.-= IC所得 900.000)I(所得 955.000) 

量母手)福祉年金 I(~EtZ2111)!C22tiZ:iij) 1 54.8 
思 給 等との i年額 370，ooo|年額併給限度額 I......tt...R CJ IU'VUV I 

正改

〔
未
納
、
未
加
入
〕

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
す
べ
き

人
が
長
い
間
納
め
忘
れ
て
い
た
り

410.000 

福
祉
年
金
所
得
状
況
届
は

国
民
年
金
の
福
祉
年
金
(
老
齢

・
障
害
・
母
子
〉
を
現
在
受
け
て

い
る
人
や
受
け
る
資
格
は
あ
る
が

現
在
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
人

は
八
月
に
「
福
祉
年
金
所
得
状
況

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

八
月
二
十
日
ま
で
に
年
金
証
書

と
印
鑑
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
ま

加
入
し
な
い
で
い
る
と
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

〔さ
か
の
ぼ
り
納
付
)

納
期
限
か
ら
二
年
以
上
た
っ
て

い
る
納
め
忘
れ
分
は
、
一
カ
月
四

千
円
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ

ま
す
。
〔
年
金
受
給
権
〕

納
め
忘
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
乙
、と
に
よ
り
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
年
金
が

増
え
ま
す
。

〔
納
期
限
〕

特
例
納
付
の
期
限
は
昭
和
五
十

五
年
六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

一
度
に
全
部
納
め
ら
れ
な
い
時

は
、
分
割
納
入
も
で
き
ま
す
。

8
月

加

で

ま

日

た
は
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
下

キ
O

、。
な
お
、
現
在
受
給
中
の
人
は
八

月
分
を
郵
便
局
で
受
領
さ
れ
た
後

に
す
ぐ
福
祉
年
金
証
書
を
提
出
し

て
下
さ
い
。
も
し
提
出
が
お
く
れ

る
と
十
一
月
支
給
分
の
福
祉
年
金

が
遅
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
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平
和
J¥ 

あ

ら

た
の
誓
口
い
全

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

8 

月

9 

日

は

県

民

祈

り

長
崎
市
で
、
原
爆
の
犠
牲
と
な

ら
れ
た
人
々
の
め
い
福
を
祈
っ
て

八
月
九
日
午
前
十
一
時
二
分
に
、

サ
イ
レ
ジ
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す

-
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た

る
大
村
の
写
真
集
が
本
年
度
中

一
に
国
書
刊
行
会
の
手
に
よ
っ
て

…
発
刊
さ
れ
る
予
定
で
す
。
(
写

一
真
約
二
百
五
十
葉
に
説
明
を
つ

け
る
)

一

資
料
と
な
る
写
真
を
集
め
て

…
い
ま
す
の
で
お
持
ち
の
方
は
お

一
貸
し
下
さ
い
。

F

写
真
の
内
容

明
大 、治

大
正

昭
和
の

村

の
明
治
初
め
か
ら

可
ご

み
』

の

日

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
犠
牲
者
の

ご
め
い
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に

平
和
へ

の
誓
い
を
あ
ら
た
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

写

終
戦
当
時
の
も
の
で
、
当
時
↑

の
大
村
の
情
景
が
う
か
が
え

る
風
景
、
建
物
、
風
俗
芸
能
一

な
ど
(
人
物
が
は
い
っ
て
い

て

も

よ

い

)

一

募
集
期
限
八
月
三
十
一
日

担
当

武
部
郷
三
二
三
|
一
一

市
立
史
料
館
内
明
治
大
正
・

昭
和
の
大
村
写
真
集
係
へ

一

(
曾
@
l
一
九
七

九

)

一

真

募

集

を

8
月

何

回

は

全

国

戦

没

者

追

悼

式

八
月
十
五
日
正
午
に
サ
イ
レ
ン

を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

官
公
署
、
会
社
、
工
場
及
び
各

家
庭
に
お
い
て
は、

半
旗
を
掲
げ

f一寝たきりの老人に ¥ 

に一見舞金を差し上げますJ

8月20日までに申請を

市
は
、
敬
老
週
間
の

一
環
と
し

て
、
寝
た
き
，
り
の
老
人
に
見
舞
金

を
差
し
上
げ
ま
す
。

乙
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、

戦
争
犠
牲
者

に
対
し
追
悼
の
ま
乙
と
を
さ
さ
げ

ま
し
ょ
う
。

は
、
九
月
十
五
日
現
在
、
六
十
五

歳
以
上
の
市
民
で
、

本
市
に
引
続

き
一
年
以
上
居
住
し
、
六
カ
月
以

上
寝
た
き
り
の
人
で
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
医
師
の
診

断
書
と
支
給
申
請
書
を
福
祉
課
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
昨
年
受
給
さ
れ
た
人
で

現
在
も
引
続
き
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
人
は
、
診
断
書
の
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
区
民

生
委
員
に
認
定
の
依
頼
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
民
生
委
員
を
通
じ
て

支
給
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い

見
舞
金
額

八
千
円

一
人
に
つ
き

申
請
書
提
出
期
限

八
月
二
十
日

※
支
給
申
請
書
、
診
断
書
用
紙
は

地
区
民
生
委
員
宅
ま
た
は
福
祉

課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
Q

身
体
障
害
者
の
方
へ

自
動
車
操
作
訓
練
を
行
い
ま
す

身
体
障
害
者
の
自
立
更
正
を
図

る
た
め
、
自
動
車
の
操
作
訓
練
を

行
い
ま
す
の
で
希
望
者
は
お
申
込

み
下
さ
い
。

対
象
者
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

-
付
を
受
け
て
い
る
肢
体
障
害
者

及
び
聴
覚
障
害
者

予
定
人
員
八
十
人

申
込
期
限
八
月
十
日
ま
で

「
滴
正
検
査
及
び
筆
記
・
面
接
J

f
試

験

に

よ

る

審

査

し

日
時

〔
肢
体
障
害
者
〕
八
月
三

〔
聴
覚
障
害
者
〕
九

十
一
日

月
十
八
日

場
所

〔筆
記

・
面
接
試
験
〕
喜

多
自
動
車
教
習
所
〔
適
正
試

験
〕
県
運
転
免
許
試
験
場

実
施
期
間

九
月
中
旬
I
来
年
三

月
※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

戦

没

者

御

霊

前

に

供

物

を

差

し

上

げ

ま

す

う
ら
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

戦
没
者
御
霊
前
に
供
物
を
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
お
受
け
と
り
下
さ

一
万

配
布
場
所

〔
本
庁
地
区
〕
福
祉
課

〔
出
張
所
地
区
〕

各
出
張
所

期
日
八
月
一

日
か
ら

街

を

自

然

を

美

し

く

吸
い
が
ら
の

投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に



v 

(
第
二
期
分
)

8
月
は
市
県
民
税

※ 

の
納
期
で
す

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

。
精
霊
船
は
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
、

幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三

.
五
メ
ー
ト
ル
以
下
に
し
て
下

さ
い
。

@
道
路
上
で
の
精
霊
船
の
回
転
は

絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
が
、
「
き
れ
い
な
大
村
湾
を
守

る
た
め
」
当
日
、
精
霊
船
や
供
物

な
ど
を
海
や
川
に
流
さ
な
い
よ
う

次
の
こ
と
に
ど
協
力
下
さ
い
。

〔
精
霊
船
な
ど
の
指
定
集
積
地
〕

中
央
地
区
馬
場
先
大
村
市
農
協

有
地

郡
地
区
火
力
発
電
所
伏
原
埋
立

地
鈴
田
地
区
三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ

ー
ド
下

三
浦
地
区
舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

須
田
ノ
木
・
後
木
場
似
田
窪
橋

柴
田
地
区
柴
田
団
地
入
口
三
差

路
よ
乙
空
地

@
中
央
・
郡
地
区
で
は
現
地
に
祭

壇
を
設
け
、
合
同
供
養
を
行
い

逐
次
現
場
で
焼
却
し
ま
す
。

@
鈴
田
・
三
浦
地
区
で
は
各
集
積

地
で
午
後
九
時
ご
ろ
か
ら
焼
却

し
ま
す
。

さ
い
。
一
般
車
両
は
小
江
川
橋

か
ら
集
積
地
ま
で
の
道
路
、
田

久
保
バ
ス
停
か
ら
右
折
し
た
農

道
に
は
進
入
で
き
ま
せ
ん
。

@
郡
地
区
伏
原
埋
立
集
積
地
は
入

口
が
狭
い
の
で
精
霊
船
を
積
ん

だ
車
以
外
は
通
行
で
き
ま
せ
ん

@
精
霊
船
を
車
に
積
ん
で
運
搬
さ

れ
る
場
合
は
警
察
に
届
出
て
、

指
定
車
の
交
付
を
受
け
て
下
さ

@
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

@
馬
場
先
波
止
付
近
に
駐
車
で
き

る
の
は
指
定
車
の
み
で
す
。

〔
そ
の
他
〕

@
精
霊
船
が
二
メ
ー
ト
ル
を
こ
え

る
場
合
は
警
察
で
道
路
使
用
許

可
を
と
っ
て
下
さ
い
。

@
精
霊
船
を
車
両
で
運
撮
す
る
と

き
は
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う
の

火
は
消
し
て
下
さ
い
。

〔
指
定
集
積
地
へ
の
搬
入
〕

@
各
指
定
集
積
地
へ
の
撮
入
は
午

後
九
時
三
十
分
ま
で
に
完
了
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

@
供
物
な
ど
は
分
け
や
す
い
よ
う

に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て

搬
入
し
て
下
さ
い
。

(
交
通
規
制
〕

当
日
、
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

め
、
午
後
七
時
三
十
分

t
十
一
時

三
十
分
ま
で
次
の
と
お
り
交
通
規

制
を
実
施
し
ま
す
。

@
中
央
地
区
の
集
積
地
付
近
の
交

通
規
制
は
略
図
の
と
お
り
で
す

@
鈴
団
地
区
三
鈴
橋
集
積
地
付
近

は
、
三
浦
方
面
か
ら
の
精
霊
船

は
田
久
保
バ
ス
停
か
ら
右
折
し

て
農
道
を
通
り
集
積
地
へ
、
与

崎
三
差
路
か
ら
は
三
鈴
橋
を
渡

ら
ず
に
小
江
川
橋
を
渡
っ
て
右

折
し
て
川
沿
い
に
進
み
県
道
に

は
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
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しは集積地へ

く

l
l
お
願
い

l
l

し

花
火
の
取
扱
い
は
慎
重
に

美を

事
故
の
な
い
お
盆
を

湾

O
精
雰
船
の
通
る
商
居
街
な
ど
で

は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
消

火
用
水
・
器
具
を
準
備
し
て
下

大』い。

大
村
で
は
、
四
・
五
年
前
に
花

火
に
よ
る
死
亡
・
重
傷
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
特
に
注
意
を
払
っ

て
事
故
の
な
い
お
盆
を
過
ご
し
ま

'
し
ょ
・
っ
。

※
爆
竹
は
直
径
四
ミ
リ
を
こ
え
る

も
の
、
連
結
本
数
が
二
十
本
を

乙
え
る
も
の
は
販
売
・
使
用
が

法
律
で
禁
止
さ
れ
、
ま
た
、
星

を
打
ち
上
げ
る
十
五
連
以
上
の

筒
物
の
乱
玉
は
十
八
歳
未
満
の

人
に
は
販
売
が
禁
止
さ
れ
、
所

持
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
承

知
下
さ
い
。

精
霊
流
し
の
日
は
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
花
火
な
ど
に
よ
る
事
故

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
精
霊
船
に
は
花
火
取
扱
者
を
一

人
決
め
、
警
察
か
ら
交
付
さ
れ

る
マ

l
ク
を
つ
け
て
、
乙
の
人

だ
け
が
責
任
を
も
っ
て
花
火
を

使
用
し
て
下
さ
い
。

O
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ジ
ド
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
販
売
白
、
玩
具
底
、
駐

車
場
及
び
そ
の
付
近
、
道
幅
の

狭
い
所
、
見
物
人
・
通
行
人
で

雑
踏
し
て
い
る
所
な
ど
で
は
矢

び
ゃ
・
爆
竹
・
投
げ
玉
な
ど
の

使
用
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

O
精
霊
船
の
通
る
道
筋
の
花
火
販

売
庖
で
は
、
花
火
類
の
陳
列
販

売
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

'v 

精霊流

村大

りおおむ

交通規制箇所務務務務霧車両通行禁止

自|引ターミナル 欄轍駐車禁止

roI →至ホ主町

1農協roI
|桔由所開

精霊船搬入経路

般車両
通行禁止

三鈴橋付近

x 
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お
し
ら
せ

乳
幼
児
相
談
、

一
歳
六
カ
月
児
健

注
射
と
検
診

康
診
査
、
三
歳
児
健
康
診
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

-
母
子
保
健
推
進
員
が

き
ま
り
ま
し
た

「
母
と
子
」
の
健
康
を
守
っ
て
い

く
事
業
を
、
市
の
す
み
ず
み
ま
で

市
は
、
明
る
く
健
康
な
家
庭
を

築
か
れ
、
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
妊
婦
教
室

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
地
区
に
母

子
保
健
推
進
員
が
誕
生
し
ま
し
た

推
進
員
の
仕
事
は
、
主
に
、

名

一一 浦 田崎シズ

鈴 回 松尾ヨシカ

上野信子.西ミヨシ.野中キミ.鈴田ムラ

大 村 川里和子.北野松代.田中カ子.浦上キ ミ

波多絹子.前田イシ.井手橋ミチコ

一世ハツ.中尾春枝.山田タツ.増田サダ

石橋トミ.谷口義次郎.田崎トシ.山崎統
西大村 子.松井良子.原田ヨシ子.和崎イツ子.

長崎芳枝.飯笹朝子.平田冨貴子.田添カメ

萱 瀬 田中フサ子.禿ヤヨイ

竹 松 西山イチ.山崎スエ.吉川春海.泉嘉子

福 重 江口久代.山道フヂエ

松 原 川添喜世子.長岡アツ子

員委進推健保子母

※ 

耳

と

言

葉

の

相

談

日

六
カ
月
児
・
三
歳
児
健
康
診
査
、

乳
児
相
談
、
妊
婦
教
室
な
ど
を

一

度
も
受
け
な
か
っ
た
人
を
対
象
に

訪
問
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

歳

-
1歳
6
カ
月
児

健

康

診

査

こ
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対

象

昭

和

五
十
三
年

一
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
二
年

十
一
月

t
十
二
月
生
ま
れ
で
、

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い

日
時
八
月
二
十
一
日
、
二
十
四

口
M午
後

一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
在
宅
栄
養
士
を
調
査

大
村
保
健
所
で
は
、
栄
養
士
の

免
許
を
持

っ
て
い
る
在
宅
栄
養
士

を
調
査
し
て
い
ま
す
。
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
栄
養
士
免
許
番
号
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

ど
面
倒
で
し
ょ
う
が
、
ど
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
大
村
保
健
所
(
西
三
城

町
一

二
、
震
③
i
一
ご

九
三
)

8
月
間
日

(
土
)

一
行
政
相
談

一

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

一

日

時

八

月

九

日

午
前
九

時
三
十
分

t
正
午

日
登
記
相
談

日

時

八

月

十

日

午

前

九

一

時
三
十
分

t
正
午

法
律
相
談
(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日

時

八

月
十
六
日

午
前

・

九
時
三
十
分

t
午
後
三
時
一

i主竺J
(毎
月
第
二
金
曜
日
)

-
筋
拘
縮
症
の

巡

回

検

診

次
の
よ
う
な
痕
状
が
あ
る
児
童

は
検
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〔大
眼
目
頭
筋
拘
縮
症
〕

歩
き
方
が
お
か
し
い
、
乙
ろ
び

や
す
い
、
す
わ
り
方
が
お
か
し

い
、
し
乙
り
が
あ
る

〔
三
角
筋
拘
縮
症
〕

姿
勢
が
お
か
し
い
、

腕
が
体
に

つ
か
な
い
、

肩
の
動
き
が
悪
い

し
乙
り
が
あ
る

(殿
筋
拘
縮
症
〕

股
を
聞
い
て
歩
く
、
正
座
不
能

椅
子
に
深
く
座
れ
な
い
、
し
こ

り
が
あ
る

日

時

八

月

二
十
日
午
前
九
時

三
十
分

t
午
後
三
時

午
後
1
時

I
3時

場

所

諌

早

保
健
所

(
栄
田
パ
ス

停
下
車
)l募• 市職

j!l 

〔大
学
卒
業
程
度
〕

職
種
行
政
、
土
木
、
機
械
、
化
学

受
験
資
格
い
ず
れ
も
四
年
制
大

学
を
卒
業
ま
た
は
昭
和
五
十
五

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
で
昭
和
二
十
八
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

〔高
校
卒
業
程
度
〕

職

種

一

般

事
務
、
土
木

受
験
資
格
い
ず
れ
も
学
歴
は
問

い
ま
せ
ん
が
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

福
祉
セ
ン
タ
ー

を
有
す
る
人
で
昭
和
三
十
三
年

四
月
二
日

t
三
十
七
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

採
用
条
件
い
ず
れ
も
市
内
居
住

者
ま
た
は
採
用
後
居
住
で
き
る

人
受
付
期
間
八
月
六
日

t
九
月
一

日
ま
で

第
一
次
試
験
十
月
七
日

(
日
)

※
詳
し
い
乙
と
は
市
人
事
課
へ

-
私
の
ア
イ
デ
ア

貯

金

箱

郵
便
局
で
は
夏
休
み
の
課
題
と

し
て
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」

を
幕
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
市
内
小
中
学
校
の
児

童

・
生
徒

応
募
作
品

。
新
し
く
楽
し
い
ア

イ
デ
ア
が
生
か
さ
れ
て
い
る
も

の
。
美
し
く
使
い
や
す
い
も
の

。
材
料
は
自
由

。
大
き
怠
は
一
辺
の
長
さ
が
二
十

五

m
以
内

。
応
募
は

一
人
一
点
に
限
る

応

募

方

法

所
属
の
小
中
学
校
を

通
じ
て
提
出
し
て
下
さ
い
(
各

学
校
に
通
知
ず
み
)

締
切
九
月
十
四
日

※
詳
し
く
は
郵
便
局
、
各
小
中
学

校
へ
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※ 

竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

-
清
和
国
管
理
人

入
居
場
所
養
護
老
人
ホ

l
ム
清

和
園
(
久
原
郷
)

業
務
内
容
清
和
園
(
収
容
者
定

員
五
十
人
)
の
夜
間
管
理
業
務

入
居
条
件

夫
婦
で
住
込
み
で
き

る
満
六
十
歳
未
満
の
男
性

申
込
先
人
事
課

申
込
期
限
八
月
十
五
日

※
詳
し
く
は
人
事
課
ま
た
は
清
和

園
(
雷
②

i
二
五
五
七
)
へ

-
簡
保
資
金
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品

郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
積
立

金
の
融
資
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た

施
設

(
学
校
、
住
宅
、
道
路
、
港

湾
、
公
園
、
公
民
館
な
ど
)
を
題

材
と
し
た
明
る
い
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

作
品
の
大
き
さ
な
ど

。
カ
ラ
ー
は
ス
ラ
イ
ド
三
十
五
ミ

リ
以
上
で
五
点
以
内

。
白
黒
は
四
切
り
で
五
点
以
内

※
い
ず
れ
も
単
写
真
及
び
組
写
真

(
一
組
三
枚
以
内
)

作
品
の
受
付
大
村
郵
便
局
の
簡

易
保
険
担
当
窓
口

募
集
期
間
八
月
一
日

t
十
月
三

十
一
日
・
ま
で

賞
(
カ
ラ
l
、
白
黒
の
部
そ
れ
ぞ

れ
に
)

〔推
せ
ん
〕

一
点

郵
政
大
臣
賞
、
賞
金
五
万
円
、

ト
ロ
フ
ィ
ー

〔特
選
〕

一一点

簡
易
保
険
局
長
賞
、
賞
金
三
万

円
、
ト
ロ
フ
ィ
ー

〔
入
選
〕
五
点

簡
保
資
金
研
究
会
理
事
長
賞
、

賞
金
一
万
円
、
ト
ロ
フ
ィ
ー

〔佳
作
〕
二
十
点

賞
金
五
千
円
、
副
賞

〔参
加
賞
〕
応
募
者
全
員

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課

(
雷
②
l
二
八
O
一
)
へ

-
合
気
道
会
員

健
全
な
心
身
の
育
成
を
目
的
に

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

護
身
術
と
し
て
、
ま
た
健
康
法

と
し
て
多
少
で
も
興
味
を
お
持
ち

の
方
の
入
門
を
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
後
日
決
定
(
予
定
は
平
日

の
週
二
回
、
午
後
六
時

t
八
時
)

場
所
市
武
道
館
一
階
(
予
定
)

対
象

老
若
男
女
を
間
い
ま
せ
ん

主
催
合
気
道
愛
好
会

申
込
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

ス
ポ

i
ツ

8
月
時
日

(
雨
天
順
延
)

竹
松
本
町
児
童
遊
園
地

-
少
年
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

少
年
少
女
を
海
に
親
ま
せ
、
併

せ
て
船
の
科
学
知
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日
時
八
月
十
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
大
村
競
艇
場

対

象

小

学

一
年

t
六
年
ま
で
の

少
年
少
女
(
保
護
者
同
伴
)

申
込
先
氏
名
、
年
齢
を
電
話
か

ハ
ガ
キ
で
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

1
1
競
走
会
(
玖
島
郷
一
五
、

富
②
l
六
一
九
四
三
競
艇
事

業
部
(
玖
島
郷
一
五
、
雷
④
|

一0
0
0
)
へ

申
込
締
切
八
月
八
日

※
参
加
料
は
無
料
で
、
参
加
者
全

員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す

-
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

八
洋
弓
)
教
室

初
心
者
を
対
象
に
弓
具
の
取
扱

い
方
か
ら
個
別
に
指
導
し
ま
す
。

日
時
八
月
十
九
日
、
二
十
二
日

二
十
四
日
、
二
十
六
日
(
四
日

間
)
午
後
五
時

t
八
時

場
所
市
営
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
射
場

指
導
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
員

申
込
受
付
八
月
十
九
日
会
場
で

※
弓
具
は
協
会
で
準
備
し
ま
す
。

5
時
か
ら

6
時
か
ら

8
時
か
ら

金
魚
す
く
い

た
た
き
う
り

盆

踊

り

v
h
F

で
す
。
そ
れ
に
は
、

夏
の
食
生
・
~

ヨ4
4

活
を
ど
う
工
夫
す
る
か
が
大
切
V

R
区
夏
パ
テ
防
止
こ

同，
a

!

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

2

z

-

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
は
昔
か
・

四

国

「

う

」

の

字

の

つ

く

ら

夏

の

土

用

の

丑

(
う
し
)
の
一

七
月
八
日
、
市
民
体
育
館
で
パ

冨
可
.

同

M
F圃
日

に

ウ

ナ

ギ

を

食

べ

る

習

慣
が
へ

1
1
J
j
v
協

会

の

主

催

で

行

ゎ

事

草

食

べ

物

を

あ

り

ま

す

。

ま

た

夏
の
暑
い
間
…

-v
q
寸
d
l」
手

心

圃

・

F
h・
司

-E司
は

、

ウ

メ

ボ

シ

や

ウ

リ

を

好

ん

一

二
般
男
子
の
部
〕

①
中
島
泰
二

a司川
で

よ

く

口

に

し

ま

す

0

.
森
幸
久
②
片
岡
重
明
・
片
岡
昇

わ
た
し
た
ち
の
体
は
体
温
を
ウ
ナ
ギ
は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
山

③
宮
崎
博
行
・
谷
山
修
、
山
中
司

yい
調
節
す
る
た
め
に
、
常
に
発
汗
脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン

A
を
多
く
含
ん

.
今
里
敏
喜

人
作
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
む
，
ス
タ
ミ
ナ
源
d

と
し
て
重
~

〔
教
職
員
の
部
〕
①
福
貞
能
章
・

と
く
に
夏
は
、
乙
れ
と
い
っ

宝
が
ら
れ
、
ウ
メ
ボ
シ
は
食
欲
〉

今
里
敏
喜
②
奥
平
義
治

・
浦
俊
之

V

た
汗
を
か
か
な
く
て
も
、
一

日

を
増
進
さ
せ
、
新
陳
代
謝
を
活
〉

③
朝
長
純
弥
・
岸
川
正
利

)
に
九
百
C
C
(
牛
乳
び
ん
約
五
発
に
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
山

〔
初
心
者
男
子
の
部
〕

①
藤
井
良

山
本
分
)
に
も
の
ぼ
る
水
分
が
、
れ
ま
す
。

博
・
一
瀬
忠
男
②
安
永
哲
一
・
前

一
わ
た
し
た
ち
の
体
か
ら
蒸
発
す

夏
パ

テ
防
止
に
「
ウ
」
の
字

山

川
強
③
西
山
昭
・
石
橋
隆
也
、
池

川
一
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
の
つ
く
食
べ
も
の
を
|
|
わ
た
~

角
彰
・
長
本
勝
利

~
の
，
蒸
発
熱
が
体
温
を
奪
い
、
し
た
ち
の
組
先
が
生
ん
だ
、
す
川

二
般
女
子
の
部
〕
①
山
口
都
・

山
調
節
作
用
を
果
た
す
の
で
す
が
ば
ら
し
い
P

生
活
の
知
恵
4

と
V

鬼

塚

厚

子

，

い
同
時
に
そ
れ
な
り
の
干
不
ル
ギ
い
え
ま
す
。

〔初
心
者
女
子
の
部
〕
①
福
田

ユ

日

日
い
ー
を
使
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ま
た
、

食
品
で
は
、
で
ん
ぷ

山

リ
子
・
市
川
弘
子
②
中
村
マ
サ
・

山
発
汗
作
用
が
激
し
い
と
、
そ
の
ん
質
よ
り
脂
肪
分
を
多
く
と
る
川

蒲
池
洋
子
③
山
崎
イ
ク
ヨ
・
豊
永
一
分
よ
け
い
に
疲
れ
、
夏
パ
テ
の
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
一

ミ
サ
ヲ
、
森
房
子
・
石
橋
ハ
ル
子

川
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
毎
日
の
食
い

夏
パ
テ
は
、
や
が
て
体
力
の
卓
に
小
出
し
の
で
き
る
酢
や
ウ
山

A

衰
え
に
つ
な
が
る
の
で
す
が
、
メ
ボ
シ
、
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
、
ゴ

u

-
一
そ
う
な
ら
な
い
う
ち
に
回
復
さ
マ
油
な
ど
を
常
備
し
て
お
く
と
川

九
せ
る
の
が
、
健
康
保
持
の
都
訣

よ
い
で
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
-
体
力
づ
く
り
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
成
績

-
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
成
績

七
月
一
日
、
市
民
体
育
館
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

〔
男
子
の
部
〕
①
福
重
小
②
松
原

小
A
③
松
原
小
B

〔
女
子
の
部
〕
①
西
大
村
小
A
②

大
村
小

A
@西
大
村
小
B
、
福

重
小
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も

よ

お

し

園
写
真
で
み
る

故

郷

の

今

昔

|
|
史
料
館
で
特
別
展
l
|

史
料
館
で
は
、
か
ね
て
皆
さ
ん

が
お
持
ち
の
風
景
、
お
祭
り
な
ど

古
い
写
真
を
お
貸
し
下
さ
る
よ
う

ど
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
故
郷
の
今
と
昔
を

写
真
で
み
る
特
別
展
を
開
催
し
ま

す
の
で
多
数
ど
来
館
下
さ
い
。

期
間
八
月
一
日

t
九
月
三
十
臼

場
所

市
立
史
料
館

展
示
資
料
新
旧
写
真
約
百
点

入
場
料
無
料

休
館
月
曜
日
、
祭
日
、
火
曜
日

の
午
前
中

-
夏
休
み
「
親
と
子
の

映
画
の
つ
ど
い
」

〔第
一
回
〕

映
画

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
ア
ラ

ジ
ン
と
ふ
し
ぎ
な
ラ
ン
プ
」

一

苫

回
一
一
言
一

J
E
E
真

夏

の

夜

の

祭

典

さ
い
。

ん

v
r脂
V
M昨
昨
佐
佐
佐
劃

同

日

時

八
月

士

百

(
日
)

V

湿

爵

掴

団

納

涼

花

火

大

会

午
後
八
時
打
上
げ
開
始

…

毘

露

関

属

図

場

所

競

艇

場
前
の
埋
立

地

九

Z
雪
道

E・
圃

E
E
真
夏
の
夜
を
彩
ど
る
風
物
詩

m堕
宮

崎

闘

世

圃

圃

・

回

岨

圃

主

催

大

村

市
観
光
協
会

開
翠
宍
制
酬
明
白
・
・
同
H
h目
恒
例
の
納
涼
花
火
大
会
を
開
催
し

一

腹

幽

圃

祖

温

ま

す

。

皆

さ

ん

多
数
お
で
か
け
下

い

日
時
・
場
所
八
月
七
日

。
午
前
十
時
三
十
分

t
正
午

中
央
公
民
館

。
午
後

一
時
三
十
分

t
三
時

-
萱
瀬
出
張
所

〔第
二
回
〕

映
画

児
童
劇

「
ピ
エ
ロ
と
六
匹

の
熊
」

日
時
・
場
所
八
月
二
十
日

。
午
前
十
時
三
十
分

t
正
午

鈴
田
出
張
所

。
午
後
一
時
三
十
分

t
三
時

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

津
一一丁
目
)
絵
本
三
十
冊
を
中

一

央
保
育
所
ヘ

マ
佐
藤

克
典

一

恵
荘
ヘ
マ
吉
川
孝
司

(上
諏

清

和

国

へ

(

松

並

二

丁
目
)
幼
稚
園
百
科
三

一

一

、
香

典

返

し

敬

称

略

訪
町
・
亡
父
末
松
)
五
万
円
を

マ
前
川
与
(
宮
小
路

一
丁
目
)
十
冊
を
中
央
保
育
所
へ

マ
棚

一

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

慈
恵
荘

へ

西

瓜

百

キ

ロ

マ

森

九

州

男

倉
正
憲
(常
盤
団
地
)
乳
酸
飲
料

一

一

マ
森
晃

(
植
松
一
丁
目

・
亡
妻

~
一

般

寄

付

敬

称

略

(

久
原
郷
)
蜂
密
二
十
四
キ
ロ

六
十
本
を
本
町
保
育
所
へ

一

一

ト

ミ
ヲ
)
五
万
円

マ
前
田
美

マ

安

永

義

勝

(
本
町
三
丁
目
)

お

わ

び

と

訂

正

一

一

枝
子
(
西
大
村
本
町
・
亡
夫
栄
)
社
会
福
祉
事
業
費
へ

植
木
鉢
カ
パ
l
外
百
七
点

マ

七
月

一日
号

(
八
ペ
ー
ジ
)

一

一
三
万
円

マ
早
次
ハ
ツ
子
(
原

マ
林
常
雄
(
久
原
郷
)
三
千
円

高
木
武
雄
(
坂
口
町
)
絵
皿

一

一

般
寄
付
の
う
ち
、

ひ
さ
ど

一

一
口
町
・

亡
夫
早
人

〉

三

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

枚

、

運
動
会
用
賞
品
五
十

点

会

(宮
小
路
二
丁
目
・
高
橋

一

一
マ
松
谷
勇
一
(
桜
馬
場
二
丁
目

マ
赤
水
清
春

(
本
町
二
丁
目
)

保

育

所

へ

ナ

カ
会
長
)
二
万
五
千
円
を

一

一
・
亡
母
ナ
ツ
)

三

万

円

三

万

九

千

七

百
七
十
円
を
大
村

マ
弁
原
操

(清
和
国
)
手
作

抱

慈

恵

荘

へ

は
、
パ
!
ル
ハ
イ

一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

子

供
の
家
ヘ

マ
香
月

孝
幸

人
形
各
十
個
を
池
田
・
中
央

・

ム

の

間

違
い
で
し
た
。
お
わ
一

一

V
上
戸
義
男

(杭
出
津
一一
丁
目

(
松
山
町
)
子
供
用
靴
・

玩
具
各

三
域
・
竹
松

・
本
町
の
各
保
育

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

一

一
・

故
松
田
亮
児
)
十
万
円
を
慈

数
十
点
を
大
村
子
供
の
家
へ

所

ヘ

マ
狩
峰
洋
司
郎

(杭
出

(福
祉
事
務
所
福
祉
課
)

一

三
浦
出
張
所

対
象

小
学
校
全
学
年
、
子
ど
も

会
、
父
兄

入
場
料

無
料

主
催
・
問
合
せ
先
市
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
l
(
雷
②
|
二
四
六

九
)

-
大
村
市
心
配
ご
と

相

談

所

遠
慮
な
く
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
(秘
密
は
絶
対
に
守
り
ま
す
)

日
時
毎
週
水
曜
日

午
前
九
時

t
午
後
三
時

場

所

社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー

西
三
城
町
八

雷
③
l
一
三
五

-
家
庭
教
育
巡
回
相
談

市
教
育
委
員
会
で
は
、
県
教
育

委
員
会
と
共
催
で
家
庭
教
育

(幼

児
期
〉
巡
回
相
談
を
開
設
し
ま
す

幼
児
期
に
お
け
る
家
庭
教
育
は

人
間
形
成
の
う
え
で
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
講
師
が
見
え
る
こ
の
機
会

に
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
当
日
は
午
前
中
「
集
団
指
導
」

午
後
か
ら
は
「
個
別
面
接
指
導」

が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
子
供
づ
れ
の
方
の
た
め

に
託
児
係
も
用
意
し
ま
す
。

日
時
八
月
二
十
日
午
前
十
時

t
午
後
四
時

場
所
中
地
区
公
民
館

対
象
者
三

t
五
歳
の
幼
児
を
持

つ
親
、
ま
た
は
乙
れ
に
準
ず
る

・も
の

講

A ' 
A 

習

田
三
彩
焼
教
室

原
郷
の
三
彩
の
里
で
は
夏
休
み

を
利
用
し
て
陶
芸
に
興
味
を
持
つ

一
般
の
人
に
施
設
を
開
放
し、

陶

芸
教
室
を
聞
き
ま
す
。

期

間

八

月
五
日
l
二
十
六
日

対
象
人
数
一

グ
ル
ー
プ
五
人

t

三
十
人
程
度

申
込
先

原
郷

身
体
障
害
者
授

産
施
設
「
三
彩
の
里
」

富
@

l
八
八
三
三

※
詳
し
い

乙
と
は
福
祉
課

へ
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